
添加済みサンプルでは、無添加サンプルの約7倍
のeDNAが保持されました。
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直接サンプル水に添加するだけ！

常温でも保存可能！

10日間以上の保存も可能！
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環境DNA保存液（10％塩化ベンザルコニウム溶液）

環境DNAを長期保存することが可能

近年、環境中に存在するDNA（環境DNA）を分析することにより、
環境中の生物種の特定等を行う「環境DNA分析」が注目されています。

本研究ではeDNA protectorを最終濃度0.01%で環境水試料に添加処理すること
により、試料中に含まれるeDNAの分解が抑制され、長期保存が可能となること
が明らかになりました。

実験

長期間（0～10日間）での添加比較実験
対象種：ブルーギル（Lepomis macrochirus）

無添加サンプルでは、10日間で検出不可能
なレベルまで、eDNA濃度は低下しました
が、添加済みサンプルでは分解が抑制され
ました。
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検索

◇実験例：短時間（6時間）での添加比較実験
対象種：アユ（Plecoglossus altivelis）

環境をトータルにサポートします
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